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答
（
教
育
長
）�

　

罹
患
率
は
改
善
傾
向
に

あ
る
が
、
県
内
市
町
村
の

中
で
も
高
い
現
状
で
あ

り
、
改
善
を
図
る
必
要
が

あ
る
。

問�
 

※
フ
ッ
化
物
洗
口
に
取
り

組
む
と
の
こ
と
。
利
点
と

安
全
性
は
。

答
（
教
育
長
）�

　

む
し
歯
予
防
に
大
き
な

効
果
が
あ
る
。
安
全
性
や

有
効
性
が
確
認
さ
れ
て
お

り
、
全
国
の
自
治
体
で
の

実
施
率
も
年
々
増
加
し
て

い
る
。
実
施
へ
の
不
安
解

消
と
む
し
歯
罹
患
率
の
改

善
を
図
る
た
め
に
、
保
護

者
、
学
校
、
歯
科
医
師
会

等
の
団
体
、
関
係
機
関
と

協
議
し
て
い
く
。

※
フ
ッ
化
物
洗
口

　
比
較
的
低
濃
度
の
フ
ッ
化
物

水
溶
液
を
口
に
含
み
、
30
～
60

秒
間 

ブ
ク
ブ
ク
う
が
い
を
す

る
方
法
。

問�

　

む
し
歯
の
現
状
は
。

災
害
か
ら
の
復
旧
・
生
活
再
建
支
援
の
充
実
を

市
長
…
被
災
者
支
援
を
含
ん
だ

　
　

  

※
遠
野
市
業
務
継
続
計
画
を
策
定
し
た

歯と口の健康づくりの推進を
教育長…学校教育目標の
　　　　重点取り組みの一つである

小林　立栄  議員

一問一答方式

問�

　

も
た
ら
す
効
果
は
。

答
（
市
長
）�

　

令
和
元
年
８
月
１
日
現

在
、
市
内
の
３
歳
か
ら
５

歳
児
は
５
０
０
人
。
そ
の

う
ち
、
幼
稚
園
・
保
育
所

及
び
認
定
こ
ど
も
園
を
利

用
し
て
い
る
の
は
98
・
４

％
の
４
９
２
人
。

　

子
育
て
家
庭
の
経
済
的

負
担
軽
減
は
も
と
よ
り
、

少
子
化
対
策
の
一
環
と
し

て
効
果
を
期
待
す
る
。

問�

　

国
の
施
策
で
あ
る
幼
児

教
育
・
保
育
の
無
償
化
に

伴
っ
て
、
生
み
出
さ
れ
る

財
源
の
使
い
道
は
。

答
（
市
長
）�

　

今
年
度
は
６
か
月
間
で

約
２
２
０
０
万
円
、
来
年

度
は
通
年
で
約
４
４
０
０

万
円
の
一
般
財
源
が
生
み

出
さ
れ
る
も
の
と
試
算
し

て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
も
、
国
が
定

め
た
保
育
料
を
半
額
程
度

に
引
き
下
げ
る
な
ど
、
子

育
て
支
援
に
力
を
入
れ
て

き
た
。
平
成
29
年
度
の
出

生
数
は
１
３
８
人
。
平
成

30
年
度
は
１
６
４
人
。
微

増
で
は
あ
る
が
、
子
育
て

支
援
に
力
を
入
れ
て
い
る

効
果
と
し
て
捉
え
て
お

り
、
少
子
化
の
中
に
も
手

ご
た
え
を
感
じ
て
い
る
。

　

こ
の
貴
重
な
財
源
は
、

今
後
策
定
す
る
第
二
次
遠

野
市
わ
ら
す
っ
こ
プ
ラ
ン

問�

　

よ
り
効
果
を
上
げ
る
少

子
化
対
策
は
、
産
婦
人
科

医
の
常
勤
で
は
な
い
か
。

答
（
市
長
）�

　

県
に
対
し
、
広
域
的
な

医
療
環
境
整
備
の
視
点
か

ら
、
県
央
と
沿
岸
を
結
ぶ

中
継
地
点
の
本
市
に
「
地

域
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン

タ
ー
」
等
の
拠
点
設
置
を

働
き
か
け
て
い
る
。

　

ま
た
、
官
民
で
連
携
し

な
が
ら
、
医
師
が
遠
野
で

働
い
て
み
た
い
と
思
う
よ

う
な
情
報
を
広
く
発
信

し
、
産
婦
人
科
医
の
招
へ

い
を
実
現
し
た
い
。

に
基
づ
い
て
活
用
し
、
ハ

ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
か
ら

子
育
て
支
援
を
加
速
さ
せ

る
。
さ
ら
に
は
、「
わ
ら

す
っ
こ
基
金
」
に
積
み
立

て
、
子
ど
も
た
ち
の
挑
戦

と
活
躍
の
場
を
後
押
し
す

る
。

　

市
民
み
ん
な
で
応
援
す

る
遠
野
な
ら
で
は
の
子
育

て
の
仕
組
み
を
考
え
て
い

き
た
い
。
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幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化　
新
た
な
財
源

市
長
…
引
き
続
き
、
少
子
化
対
策
・

 
子
育
て
支
援
に
活
用

産婦人科医の市内常勤
市長…全力をあげて取り組む

一問一答方式

問�

　

復
旧
を
妨
げ
る
課
題
に

災
害
廃
棄
物
の
処
理
が
あ

る
。
仮
置
き
場
や
処
理
方

法
を
定
め
た
災
害
廃
棄
物

処
理
計
画
の
策
定
、
岩
手

中
部
広
域
行
政
組
合
と
連

携
し
た
体
制
整
備
が
重
要

で
は
。

答
（
市
長
）�

　

現
在
、
計
画
策
定
中
で

あ
り
加
速
さ
せ
た
い
。
岩

手
中
部
広
域
行
政
組
合
と

構
成
市
町
と
で
、
処
理
対

策
に
つ
い
て
協
議
を
進
め

た
い
。

問�

　

復
旧
活
動
な
ど
長
期
間

出
動
す
る
際
の
消
防
団
員

の
負
担
軽
減
策
を
。

答
（
市
長
）�

　

消
防
資
機
材
の
軽
量
化

な
ど
装
備
の
充
実
を
図
っ

て
き
た
。
消
防
団
の
管
轄

を
超
え
た
交
代
要
員
の
派

遣
、
消
防
団
協
力
事
業
所

表
示
制
度
の
拡
充
を
図

り
、
地
域
を
あ
げ
た
支
援

体
制
を
構
築
す
る
。

問�

　
※
被
災
者
生
活
再
建
支

援
制
度
が
あ
る
が
、
適
用

基
準
を
満
た
さ
な
い
場

合
、
支
援
を
受
け
ら
れ
な

い
可
能
性
が
あ
る
。
災
害

救
助
・
生
活
再
建
支
援
の

条
例
制
定
と
基
金
を
創
設

し
、
安
定
的
な
支
援
体
制

の
構
築
が
必
要
で
は
。

答
（
市
長
）�

　

検
討
課
題
で
あ
る
。
今

後
も
県
、
関
係
機
関
、
自

治
体
間
の
水
平
連
携
に
よ

り
支
援
を
行
う
。

その他の質問

◦�パートタイム・有期雇用
労働法について

※
業
務
継
続
計
画
と
は

　
～
災
害
時
に
行
政
自
ら
も

被
災
し
、
人
、
物
、
情
報
等
利

用
で
き
る
資
源
に
制
約
が
あ
る

状
況
下
に
お
い
て
、
優
先
的
に

実
施
す
べ
き
業
務
（
非
常
時
優

先
業
務
）
を
特
定
す
る
と
と
も

に
、
業
務
の
執
行
体
制
や
対
応

手
順
、
継
続
に
必
要
な
資
源
の

確
保
等
を
あ
ら
か
じ
め
定
め
る

計
画
。

※�

被
災
者
生
活
再
建
支
援
制

度
と
は

　

被
災
者
生
活
再
建
支
援
法

に
基
づ
き
、
自
然
災
害
に
よ
り

居
住
す
る
住
宅
が
全
壊
す
る
な

ど
生
活
基
盤
に
著
し
い
被
害
を

受
け
た
世
帯
に
被
災
者
生
活
再

建
支
援
金
を
支
給
し
、
生
活
の

再
建
を
支
援
す
る
も
の
。
１
０

世
帯
以
上
の
住
宅
全
壊
被
害

が
発
生
し
た
市
町
村
な
ど
、
対

象
と
な
る
自
然
災
害
、
被
災
世

帯
の
要
件
が
あ
る
。

歯と口の健康づくりは生きる
力を育む大事な取り組み

保育園で「お月見会」。お供えに興味津々。
お団子はお月さま。ススキは何に似てるかな？

市政を問う（文責本人） 市政を問う（文責本人）


